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「子どもルームの延長保育（夜間利用）に

関するアンケート調査」の

集 計 結 果



アンケートの概要(1/３)

 ＮＰＯ法人アフタースクールが、独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）
の社会福祉振興助成を受けて実施した。

実施主体

アンケートの目的

 子どもルームの延長保育（夜間利用）とそれに関連するニーズを把握し、
延長保育の整備のあり方について検討することを目的とする。

アンケートの背景

 弊団体は、千葉市（中央区）と船橋市で民間子どもルーム（放課後児童
健全育成事業として届出・受理されている放課後児童クラブ）を開設し、
最長夜10時までの延長保育を実施している。日頃の保育を通じて、働き
方が多様になるとともに、コロナ禍が続き雇用状況が厳しくなる中で、
保育時間の延長保育（夜間利用）のニーズの高まりを実感している。し
かし、千葉市でも船橋市でも延長保育にかかわる公的な制度が整ってい
ない状況にある。

アンケートの概要(2/3)

 千葉市内の民間子どもルーム（千葉市放課後健全育成事業に届出・受理
されている放課後児童クラブ）を利用している世帯。

アンケートの対象

調査の項目

 利用中の児童の学年、利用の頻度、利用時間、保護者の仕事の状況、閉
室時間にあわせて仕事・勤務地の選択やシフトの調整の実施の有無、閉
室時間よりも遅くまで子どもを預けたかった日の有無（日数）、子ども
のお迎えや世話を頼める人の有無、子どものお迎えや世話に関する有料
サービスの利用の有無、利用時間の希望、夕食提供の希望、その他の希
望等（自由記述）

実施期間

 ２０２２年２月７日～３月１６日
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アンケートの概要(3/3)

回答の方法

 グーグルフォームにてアンケートを作成し、回答者が端末から記入す
る方法とした。

 回答は無記名とし、利用中のルーム名もたずねなかった。調査協力の
依頼にあたり、グーグルフォームにおいても回答者のメールアドレス
を記録しない旨を明記した。

回答数・有効回答数

 回答数は６５世帯で、すべて有効回答であった。

実施の方法

 千葉市内の民間子どもルームに利用中の保護者への協力をお願いした。

調査協力

 調査設計・集計にあたり、千葉大学人文科学研究院 清水洋行研究室の
協力を得た。

利用児童の学年

利用児童は73名。

各世帯の利用人数は、約９割（60世

帯、９２.３％)は児童1名の利用、

１割近く（５世帯、7.7％）が複数の

児童の利用である。

２年生が最も多く、約３割

（31.5 ％）。

低学年（１～２年生）が約半分

（47.9 ％）を占める。

下学年（１～３年生）が約３分の２

（64.3 ％）、上学年（４～６年生）が

約３分の１（35.6％)(四捨五入してい

るため合計が１００％にならない）。

73名（65世帯）
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週に５日以上

32%

週に３～４日

48%

週に１～２日

15%

月に数日

5%

利用頻度

 「週に３～４日」の利用が約半数

（４８％）で、最も多い。

続いて、「週に５日以上」の利用

が約３割（３２％）。

回答世帯の利用児童の８割が、

週６日のうち半分以上、子ども

ルームを利用している。

65世帯

現在の利用時間

 「午後６時頃まで」（32%)と「午後

７時頃まで」（２９％）が、いずれも３

割程度で最も多い。

民間子どもルームでも午後７時以

降まで開室しているところは多くな

いが、「午後７時以降」の利用の実績

がみられる。

65世帯

午後5時

以前

26%

午後6時

頃まで

32%

午後7時頃

まで

29%

午後7時

以降

13%
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保護者の仕事の状況

共働き世帯が約９割（91％）で、単

親世帯が約１割（9％）である。

詳細は内訳は、「共働き（２人とも正

規職員）が約半数（49％)と最も多

く、続いて「共働き（１人が正規職

員）」（37％）である。

65世帯

共働き（2 人

とも正規職

員）…

共働き（1人が

正規職員）

37%

共働き

（その他）

5%

単親世帯

（正規職員）

6%

単親世帯（非

正規職員）

3%

保護者の仕事の状況×現在の利用時間（グラフ）

26%

42%

22%

32%

50%

33%

33%

34%

29%

50%

75%

33%

17%

31%

12%

25%

33%

8%

13%

全体（65 世帯）

単親世帯：非正規職員（2 世帯）

単親世帯：正規職員（4 世帯）

共働き：その他（3 世帯）

共働き：1人が正規職員（24 世帯）

共働き：2 人とも正規職員（32 世帯）

午後5 時以前 午後6 時頃まで 午後7 時頃まで 午後7 時以降
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保護者の仕事の状況×現在の利用時間（解説）

回答数が多い共働き世帯の「２人とも正規職員」と「1人が正規職員」とを比

べると、「午後５時以前」について「1人が正規職員」の場合は42％に上るの

に対して、「２人とも正規職員」の場合は22％にとどまり、大きな差がある。

また、「午後６時頃まで」については差はないが、「午後７時頃まで」について

は「2人とも正規職員」の場合が31％であるのに対して、「1人が正規職員」

の場合が17％と大きな差があり、「午後７時以降」について前者が１３％に

対して後者が８％と差がある。

単親世帯について、今回は「午後５時以前」の回答がなく、この点が上記の

共働き世帯と差があるように思われるが、回答数が少ないため参考にとど

める必要がある。

保護者の仕事の状況が、現在の利用時間と強く関連していると考えられる。

閉室時間にあわせて仕事や勤務地を決めたり、
シフトの調整をしたりしているか。

約６割（58％）の世帯で、子ども

ルームの閉室時間に合わせて、保護

者が仕事や勤務地の選択、シフトの

調整をしている。

65世帯

はい

58%
いいえ

42%
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閉室時間よりも遅い時間まで子どもを預けたかった日

（災害や事故の日を除く）

約３分の２（66％）の世帯は「な

かった」とする一方で、残りの約３

分の１の世帯では「あった」と回答。

「あった」と回答した世帯では、「月

に数日程度」が最も多く、全体の約

２割（２１％）。

「週に１～２日程度」「週に半分程度」

「毎日、ほぼ毎日」を合計すると、約

６分の１（１７％）となる。

約６分の１の世帯では、定常的に、

子どもルームの閉室時間にあわせ

て仕事の時間等を調整していると

考えられる。

65世帯

なかった

66%

月に数日

程度

21%

週に1～2

日程度

6%
週に半分程度

5%

毎日、ほぼ

毎日

2%

子どもルームのお迎えや帰宅までの世話を頼める人

（家族・知人など）の有無

「いない」世帯が６割以上（63％）で、

「いる」世帯が４割弱（37％）。
65世帯

いない

63%

いる

37%
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子どもルームのお迎えや帰宅までの世話について、有料

サービス（ファミリーサポートなど）の利用の有無

ほとんどの世帯（94％）では「利用

いない」。

「利用することがある」世帯は６％。

家族や知人と比べると、有料サービ

ス（ファミリーサポート等）の利用は

極めて少ない傾向にある。

64世帯

利用して

いない

94%

利用すること

がある

6%

（注）この質問のみ無記入の世帯があったため、回答は 64世帯。

子どもルームの利用時間にかんする希望

「午後７時以前」を希望する世帯が

６割（60％）。残りの 4割の世帯が

午後７時以降の利用を希望してい

る。

午後７時以降の利用希望でもっと

も多いのは「午後８時頃まで」で約３

割（31％）。これは午後７時以降の

利用を希望する全世帯のうち、４分

の３にあたる。

午後８時以降の利用希望も、「午後

９時頃まで」（８％）と「午後１０時頃

まで」（１％）とをあわせて１割程度

の利用希望がある。

65世帯

午後7時

以前

60%

午後 8時

頃まで

31%

午後 9 時

頃まで

8%

午後10 時

頃まで

1%
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現在の利用時間×利用時間の希望（グラフ）

60%

68%

74%

52%

82%

31%

75%

25%

21%

38%

12%

8%

25%

5%

5%

5%

6%

2%

2%

5%

全体（ 65世帯）

午後7 時以降（8世帯）

以上の合計（ 57世帯）

午後7 時頃まで（19世帯）

午後6 時頃まで（21世帯）

午後5 時以前（17世帯）

午後7時以前 午後8時頃まで 午後9時頃まで 午後 10時頃まで

現在の利用時間×利用時間の希望（解説）

午後７時以降の利用について、現在「午後５時以前」の利用世帯で18％、

「午後６時頃まで」の利用世帯で48％、「午後７時頃まで」の利用世帯で

26％が希望している。これらの世帯を合計した「以上の合計」をみると、

現在の利用時間よりも長い午後７時以降の利用を希望する世帯が３割程度

（32％）ある。

現在「午後７時以降」まで利用している世帯は、全世帯が今後も午後７時以

降の利用を希望している。そのうち、４分の３（75％）が午後８時頃まで、４

分の１（25％）が午後９時頃までの利用を希望している。回答数が多くない

ことから、今後も引き続き午後７時以降の利用を希望している傾向にある

点を確認するにとどめる。

現在午後７時の閉所となっている子どもルームについて、現在の利用世帯

の3 割程度の世帯で午後７時以降の利用ニーズがあることが推察される。
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利用児童の学年×利用時間の希望（グラフ）

67%

63%

53%

50%

65%

75%

33%

38%

40%

25%

26%

17%

7%

25%

4%

8%

4%

６年生（3名）

５年生（8名）

４年生（15名）

３年生（12名）

２年生（23名）

１年生（12名）

午後7時以前 午後8時頃まで 午後9時頃まで 午後10時頃まで

利用児童の学年×利用時間の希望（解説）

利用時間の希望を「午後７時以前」と回答した割合は、１年生が75％と最も

多い。

利用時間の希望を「午後７時以前」と回答した割合は、低学年と高学年で高

く、中学年で低い傾向にある。

中学年では、半数程度(3年生では５０％、４年生では４７％）が午後７時以

降の利用を希望している。

回答数が多くないので慎重に捉える必要があるが、必ずしも、年齢があが

るとともに遅い時間までの利用希望が増えるわけではない可能性が考えら

れる。
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60%

50%

50%

67%

83%

44%

40%

50%

50%

33%

17%

56%

全体（65世帯）

単親世帯：非正規職員（2世帯）

単親世帯：正規職員（4世帯）

共働き：その他（3世帯）

共働き：1人が正規職員（24世帯）

共働き：2人とも正規職員（32世帯）

午後7時以前 午後7時以降

保護者の仕事の状況×利用時間の希望（グラフ）

保護者の仕事の状況×利用時間の希望（解説）

回答数が多い共働き世帯の「２人とも正規職員」と「1人が正規職員」とを比

べると、「1人が正規職員」の場合は「午後７時以前」の利用がきわめて多い

（83％）のに対して、「2人とも正規職員」の場合は「午後７時以降」の利用の

希望が多い（５６％）傾向にある。

単親世帯については、回答数が少ないため考察が難しい。

現在の利用時間と同様に、利用時間の希望についても保護者の仕事の状況

が強く関連していると考えられる。
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子どものお迎えや世話に関する状況×利用時間の希望（グラフ）

60%

58%

61%

31%

38%

27%

9%

4%

12%

合計（65世帯）

いる（24世帯）

いない（41世帯）

午後7時以前 午後8時頃まで 午後8時以降

61%

0%

65%

30%

25%

30%

8%

50%

5%

合計（64世帯）

利用することがある（4世帯）

利用していない（60世帯）

午後7時以前 午後8時頃まで 午後8時以降

（１）子どものお迎えや世話を頼める人（家族、知人等）の有無×利用時間の希望

（2）子どものお迎えや世話に関する有料サービス利用の有無×利用時間の希望【参考】

子どものお迎えや世話に関する状況
×利用時間の希望（解説）

（１） 子どものお迎えや世話を頼める人（家族、知人等）の有無との関係ついて

午後７時以前と以後の間で区切った場合、子どものお迎えや世話を頼

める人の有無で、利用時間の希望について差があるとはいえない。

午後８時以前と以後の間で区切ると、子どものお迎えや世話を頼める

人が「いない」人の希望が12％、「いる」人の希望が４％であり、「いな

い」人の方が午後８時以降の利用を希望している傾向がありそうであ

る。

（２） 子どものお迎えや世話に関する有料サービス利用の有無について

「利用することがある人」の回答数がきわめて少ないため参考にとどめ

る必要があるが、有料サービスを「利用することがある人」の方が午後

７時以降や午後８時以降の利用を希望している傾向があることがうか

がえる。

-11-



子どもルームでの夕食の提供にかんする希望

夕食の提供について「必要なし」が

半数強（５４％）だが、夕食の提供を

希望する世帯（残りの４６％）と大き

な差がない。

「週に１～２日程度」「週に半分程度」

「毎日ないしほぼ毎日」を合計する

と、約４分の１（ 26％）となる。

「週に半分程度」と「毎日ほぼ毎日」

を合計すると、１５％となる。

夕食の提供は、一定の強いニーズ

があるといえる。

65世帯

必要なし

54%

月に数日

程度

20%

週に1～2 日

程度

11%
週に半分程度

4%

毎日ないし

ほぼ毎日

11%

利用時間の希望×夕食の希望（グラフ）

54%

25%

77%

20%

40%

25%

15%

11%

20%

20%

5%

5%

20%

10%

0%

11%

100%

20%

20%

3%

合計（ 65世帯）

午後10 時頃まで（1世帯）

午後9 時頃まで（5世帯）

午後8 時頃まで（20世帯）

午後7 時以前（ 39世帯）

必要なし 月に数日程度 週に1～2 日程度 週に半分程度 毎日ないしほぼ毎日
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利用時間の希望×夕食の希望（解説）

夕食の希望の有無について、利用時間の希望が「午後７時以前」の世帯では、

「必要なし」が約8割（77％）に上るが、「午後８時まで」では「必要なし」が

４分の１（25％）までぐんと下がり、大きな差がある。

午後７時以降の利用希望の有無によって、夕食のニーズの有無が大きく異

なる。

「午後９時頃まで」「午後１０時頃まで」については回答数が少ないことから

参考にとどめる必要があるが、利用希望の時間が遅くなるほど、夕食の希

望や、希望する夕食の頻度が大きくなる傾向がうかがえる。

子どもルームへの希望（自由回答）（１/４）

開室時間、開室日にかんすること

朝の開所時間も7:00〜にしてほしいです。8時の開始では、仕事に間に合

いません。

夏休みなど朝から利用する場合、8時からではなく、小学校と同じように7

時40分頃には利用出来るようにしてほしいです。現在、小学校の開門時間

に合わせて仕事を調整していますが、夏休み等は仕事に遅刻しています。

時間外で頼むのが頼みにくいので、延長料金を支払っているので快く受け

入れて欲しい。

官庁の休み以外の日もルームが閉まっている日があり困る。結局祖父母に

頼んでいるので保育園の開園日と同じくらい開所して欲しい。

日曜日、祝日の利用が出来る 早朝の利用が出来る 共に別料金でも良

いと思います。
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子どもルームへの希望（自由回答）（２/４）

学習や習い事にかんすること

学習指導

宿題や自主学習時間の充実

塾のように勉強を教えてくれる

体操、そろばん、習字などの習い事がルームでもできたらうれしいと思う。

現在利用している〇〇（ルーム名）は、閉室時間も遅く、カルチャースクール

も多種あり、夕飯や送迎も利用できて良心的な価格であるため、とても満

足しています。

子どもルームへの希望（自由回答）（３/４）

食事にかんすること

（昼食）

長期休暇中のお昼ごはん。お弁当しんどいです。

長期休みのお弁当

長期休みや、特に早帰り（学校から直接帰ってきた際）の昼食提供

学校給食がない日の昼ごはんの提供

（夕食）

現在は近居の祖母の助力があり、早く帰っているが、それがなければ毎日8

時頃まで利用することになっていたと思う。一緒に夕食をとることはでき

なくなるが、夕食の提供があれば、大変助かります。
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子どもルームへの希望（自由回答）（４/４）

その他のこと

有料で良いので、習い事までの送り

家まで送迎(夜暗いと心配)

防犯対策

値段が少しでもリーズナブルになるとありがたいです。

職員さんの給料保証。

希望以外のこと

今のままでも充分色々して頂いてます！

今のままで子どもは楽しんでいます。

本来なら家庭ですべきことを沢山肩代わりして頂いてます。安全に安心し

て過ごせる場所でいてくれることに感謝しています。

まとめ（１/３）

午後７時以降の利用希望の概略

現在子どもルームを利用している世帯のうち、４割が午後７時以降の利用

を希望している。

「午後８時頃まで」の希望は約３割（31％）あり、さらに午後８時以降の利用

希望も、「午後９時頃まで」（８％）と「午後10時頃まで」（１％）とをあわせて

１割程度の利用希望がある。

上記の数値から現在午後７時以降までの利用世帯を除き、現在午後７時ま

での利用世帯についてみると、約３割（3 2％）が午後７時以降の利用を希

望している。

現在の開室時間が午後７時までの子どもルームについても、現在の利

用世帯うち3 割程度の世帯で午後７時以降の利用ニーズがあることが

推察される。

自由回答で、朝の開室時間を早めることや、休日・祝日の開室についても声

が寄せられている。
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まとめ（２/３）

午後７時以降の利用希望世帯の詳細

利用児童の学年別にみると、回答数が多くないので慎重に捉える必要があ

るが、低学年と高学年で低く、中学年で高い（ 3年生が50％、４年生が47

％）傾向がみられる。理由については検討が必要である。

共働き世帯について、「 2 人とも正規職員」では「午後７時以降」の利用の希

望が高い（56％）傾向にあるが、「 1人が正規職員」の場合は低い（17％）。

単親世帯については、回答数が少ないため考察が難しい。

子どものお迎えや世話を頼める人（家族・知人）の有無について、午後７時

以前と以後との間で区切った場合は利用希望に差があるとはいえないが、

午後８時以前と以後の間で区切ると、「いない」人の方が午後８時以降の利

用を希望している傾向がありそうである。

子どものお迎えや世話に関する有料サービスの利用の有無との関連につ

いては、「利用することがある人」がきわめて少ないため参考にとどめる必

要があるが、有料サービスを「利用することがある人」の方が午後７時以降

や午後８時以降の利用を希望している傾向があることがうかがえる。

まとめ（３/３）

夕食提供の希望について

夕食の提供を希望する世帯は46％と大きな比重を占める。

希望する頻度について「週に1～ 2日程度」「週に半分程度」「毎日ないしほ

ぼ毎日」を合計すると、約４分の１（ 26％）となる。

同様に「週に半分程度」と「毎日ほぼ毎日」を合計すると、15％となる。

夕食の提供について、一定の強いニーズがあるといえる。

自由回答で、長期休みの間の昼食提供についても複数の世帯から希望が寄

せられている。

夕食提供の希望の詳細について

午後７時以降の利用希望の有無によって、夕食のニーズの有無が大きく異

なる。

「午後９時頃まで」「午後10時頃まで」については回答数が少ないことから

参考にとどめる必要があるが、利用希望の時間が遅くなるほど、夕食の希

望や、希望する夕食の頻度が大きくなる傾向がうかがえる。
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協力：公益社団法人 千葉市民間保育園協議会 

放放課課後後

付帯資料

ルルーームムにに関関すするるアアンンケケーートト  
「１年生の壁」が大きな社会問題となっています。この問題にこれから直面する保育園年長クラス保護者

を対象とするアンケートです。このアンケートは千葉市民間保育園協議会の協力で作成されました。 

（ 回答者年長クラス 286 名） 

保育園児の保護者は放課後子どもルームの利用に際してどのような期待と不安を抱いているのでしょう

か。実際ルームの利用者調査は市町村、社協など運営主体が毎年行っておりますがこれから利用する方々

の希望、不安は未来の子どもルームの在り方を考えるに当たって貴重な資料になると考えます。

Q1  現在のお住まいはどちらでしょうか  
285件の回答  

33.2% ; 95

17.8% ; 51

11.9% ; 34

8.4% ; 24

12.9%; 37

15.7% ; 45

千葉市中央区

千葉市稲毛区

千葉市美浜区

千葉市花見川区

千葉市若葉区

千葉市緑区
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Q2 お子さんは、ふだん、保育施設を何時頃まで利用していますか。次の中で、もっとも近いものを 1つ

選んでください。 

286件の回答 

 

 

 

 

 

28.0%; 86

43.6%; 134

23.8%; 73

4.6%; 14

0.0%; 0

0 50 100 150

午後5時頃まで

午後6時頃まで

午後7時頃まで

午後8時まで

午後8時以降

Q3 お子さんは、来年度、子どもルームを一週間あたり何日くらい利用を予定していますか。次の中で、

もっとも近いものを 1つ選んでください。 

285件の回答 

 

 

 

 

 

75.1%

20.7% 5～6日程度

3～4日程度

1～2日程度

1日未満(1か月に1～3日程度)
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Q4 保護者の方のお仕事の状況は、次のなかのどれにあてはまりますか。 

285件の回答 

 

 

 

 

 

 

 

64.20%

20.70%

共働き家庭で、2人とも正規職員で勤めている

共働き家庭で、1人が正規職員で勤めている

共働き家庭で、自営業・自由業を営んでいる

共働き家庭で、1人が自営業・自由業を営んでいる

共働き家庭で、上記以外

単身家庭で、正規職員で勤めている

単身家庭で、非正規職員で勤めている

単身家庭で、自営業・自由業を営んでいる

単身家庭で、上記以外

Q5 お宅では、午後 7時よりも遅い時間まで、お子さんの保育利用が必要になったことはどれくらいあり

ますか。昨年、1 か月あたりでもっとも多かった月について、次の中から当てはまるものを選んでくださ

い。 

286件の回答 

 

 

 

12.8%

79.7%

毎日、ほぼ毎日

1週間に半分程度

1週間に1～2日程度

月に数日程度

なかった
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Q6 お宅では、家族や知人など、ふだん、お子さんのお迎えを頼んだり、保護者が帰宅するまでお子さん

を世話したりしている人はいますか。ただし、ファミリーサポートなどの有料サービスを除く。 

285件の回答 

 

 

 

 

 

27%

73%

いる

いない

Q7 お宅では、ふだん、お子さんのお迎えのため、ファミリーサポートなどの有料サービスを利用してい

ますか。 

286件の回答 

 

 

 

 

 

99%

毎日、ないし、ほぼ毎日利用している

利用する日が多い

利用することがある

利用していない
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Q8 お宅では、平日（事故や災害を除く）、子どもルームで夕食の提供があったらよいと思いますか。次の

中で、あなたのお考えにもっとも近いものを 1つ選んでください。 

285件の回答 

 

 

 

 

 

12.6%

11.6%13.0%

13.7%

49.1%

毎日、ないし、ほぼ毎日、利用できると助かる

1週間に半分程度、利用できると助かる

1週間に1～2日程度、利用できると助かる

月に数日程度、利用できると助かる

利用する必要はない
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自由書き込み式アンケート 

 

子どもルームで取り組んでほしいことや充実させてほしいことなどがありましたら、回答欄

に記入してください。 

協力：千葉市民間保育園協議会 

 

【宿題／学習指導】 

1. 外遊び 宿題みてくれる 

2. 学校の宿題は必ず終わらせて帰宅させてほしいです。 

3. 勉強・宿題の補佐 

4. 宿題があったらやらせて欲しいです 

5. 宿題を教えてほしい 

6. 宿題の完成に役立つことを望みます! 

7. 来年度から子どもルームに入るので詳しいことは分かりませんが、宿題のサポートをして

いただけると良いなと思っています。 

8. コロナ禍なのでどのくらいできるのかわかりませんが、学習や実験などができると良いと

思います。 

9. すべての子どもルームで学習支援をしてくださると助かります。 

10. 勉強のサポート 

11. 宿題以外に予習・復習をさせてほしい。 

12. 宿題やグループワークなど行ってほしいです。ただ毎日遊ぶだけでは困るため、民間学童

を検討していましたが、数も少なく、高額なため、なかなか使いづらいです。 

13. 学習のサポート。(ルームで宿題を終えるようにしてほしい)有料でも良いので、6時以降

のおやつ(軽食)の提供。 

14. 学習や読書の時間を増やしたり、読書もマンガなどではない児童書や図鑑などをたくさん

置いて欲しいです。 

15. 学習の指導 

16. 必ず宿題に取り組ませる。 

17. 宿題をみてほしい。 

18. 宿題や学習フォロー 

19. 勉強や宿題のサポートがあると助かります。 

20. こども自身のヤル気にもよるかと思いますが、職員の方が大変でない範囲で、宿題をみて

いただくまではなくとも、時間を確保いただけたら助かるな...と思っています。 

21. 体験学習をさせて欲しい。宿題や自主勉強以外にも、外部もしくはルームの先生に勉強を

教えてもらう時間を作って欲しい。 
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【昼食提供】 

1. ランチの提供 

2. 学校が休日時や給食なしの日、昼食の提供をしてほしい。 

3. 長期休暇のお弁当も仕出し業者などに頼めるようにして欲しい。 

4. 学校長期休み(冬休み、春休み、夏休みなど)時、朝早くオープン(7:30とか)、昼弁当注

文できる環境が望ましいです。 

5. お昼のお弁当を注文できるようにしてほしい 

6. 夕飯の提供いただけるのもありがたいですが、それよりもお弁当持参ではなく提供いただ

きたいです。これから、小 1の壁を迎えますが、仕事前に朝からお弁当を作るのはかなり

の負担です。業者等にお願いできる仕組みをぜひ使っていただけるとありがたいです。 

7. 長期休みの時のお昼は、お弁当などが準備してもらえるといいなと思います。 

8. 夏休み等長期休暇中の昼食の提供 

9. 長期休暇中のお弁当の注文はこれからも続けてほしい 

10. 夕食や昼食（長期休暇時）の提供 

11. 夏休みなどの長期休み中の。夕食よりこちらのほうが必要。 

12. 長期休業中の弁当の注文（昼食）・弁当を忘れた時にデリバリーを受け取って欲しい。忘

れた方が悪いんですが、遠方から一時帰宅しなくて済むし、ネット決済も出来るから金銭

のやり取りが発生しなくて済む。 

13. 長期期間中のお弁当（仕出し弁当などでも）頼めると助かる 

14. 長期休暇期間の有償での昼食・おやつ提供 

15. 長期休みの宅配お弁当 

16. 昼食のお弁当を仕出し業者に注文できるなど 

17. 春夏冬の学校の長期お休みの時の子どもルーム、お弁当作るのが大変なので、注文形式で

お弁当を頼めると助かる。 

18. 土曜日及び夏休みなどの長期休み期間のお昼の弁当の提供。注文出来ると大変助かりま

す。夕食の提供よりも前に昼食の提供をご協議願いたいです。よろしくお願い 

19. まだ利用前ですが、長期休暇中の弁当がなくなくる制度（配達や購入などで対応） 

 

【習い事への対応】 

1. 外部のクラブや英会話など料金制でよいのでやらせていただいたら有難いです。 

2. 習い事を小学校内で出来るようにして、お迎えまでルームで待っているというような使い

方ができるといいと思う。格差ができないような選択ができると嬉しい。 

3. ルームに行ってる間に習い事ができるようにしてほしいです。また、安全に過ごせらよ

う、小学校内にルームを作成してほしいです。 

4. 有料での付加サービス、習い事送迎や学習塾類似サービスの提供など 

5. お風呂や歯磨きをさせて欲しい。体験学習をさせて欲しい。宿題や自主勉強以外にも、外

部もしくはルームの先生に勉強を教えてもらう時間を作って欲しい。 
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6. 民間の習い事と提携できたら良いなと思います。 

7. ルームの時間を活用した有料の習い事を実施してほしいです。実際利用してみないと不便

なことや望むことは分かりかねます。 

今後もこのようなアンケートを定期的に継続頂き、利用者の声を聞くだけでなく、その声

を実現してください！ 

8. 有料で希望者のみの曜日別習い事 

9. スポーツや工作の指導員の方の教室が臨時であったら、有難い 

10. そろばん、習字、公文などの習い事もしくは、習い事への送り。 

11. 習い事(例えば、英語塾や学習塾、サッカースクールなど)が一緒に出来れば嬉しい 

12. 現状は在宅ワークのため早めにお迎えが出来ていますが、出勤になった場合、19 時〜20

時までの預かり＋夕食をお願いできるオプションがあると大変助かります。また、習い事

も子供ルームで出来る＋選択肢が広いと非常に効率的です。 

13. 長期休暇以外のお弁当。付加料金がかかって良いので、勉強、習い事などのサポート。長

期休みのお出かけやプールなどの実施があると働いていても後ろめたさがなく、勤められ

ます。宜しくお願い致します。 

14. まだ入学しておらず、子供ルールの現時点での取組が分からない。習い事ができると助か

る。 

15. 外部の専門的な人を呼んで、子どもたちにいろいろな体験をさせてもらいたい。例えば、

音楽や伝統芸能、美術や科学など。 

16. ルーム内の習い事の充実 

17. ルームで講師を招いて習い事の代わりになる支援があると助かります。 

例えば英語、そろばん（計算）、書道（毛筆、硬筆）など。平日は保護者が仕事のため習

い事に通わせたくても通わせられないため。 

18. アフタースクール等で体操やそろばんなどの習い事 

19. まだ利用前ですが、長期休暇中の弁当がなくなくる制度（配達や購入などで対忚） 

 

【保育時間】 

-延長保育 

1. 自分は今回子供ルームの利用時間が保育園よりも短いことから、働ける時間が短くなり、

収入が減ってしまいます。子どもルームの利用時間の延長を求めます。 

2. 延長 20時までお願いしたいです。 

3. 利用時間の延長（開始、終了ともに） 

4. 現状は在宅ワークのため早めにお迎えが出来ていますが、出勤になった場合、19 時〜20

時までの預かり＋夕食をお願いできるオプションがあると大変助かります。また、習い事

も子供ルームで出来る＋選択肢が広いと非常に効率的です。 

5. まだ入学前ですが、19時までに下の子の保育園、上の子のルーム両方のお迎えを完了さ
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せるとなると業務時間が今よりも圧迫されるなと感じています。19時よりも長い時間の
預かりがあるとありがたいなと思います、19:30まで、18:30まで、など30分刻みで延長
時間を設けていただけると延長も利用しやすくなるかと思います。

-延長保育（土曜日）  
1. 土曜日も 19時まで延長したい 
2. 土曜日の利用を 18時頃までだと助かります  
3. 土曜利用も平日同様 6時までは預かりがあると土日が忙しい職場なので助かります。 
4. 土曜日の利用時間を伸ばして頂きたいと願っています。仕事が遅いと18時半に家に着く
こともあるのでその都度プラス料金でもいいのでお願いしたいです。  

5. 土曜日も平日と同じ時間まで預かってほしい。一般的に土曜が仕事の会社は土曜だから早
く勤務が終わるということはないのに、なぜ子供ルームは土曜だけ１６時半までなのか理
解出来ない。 

6. 土曜日の時間延長 
7. 土曜保育の時間延長 
8. 土曜も平日と同じ時間、預けられるようにして欲しい。こちらはフルタイムで土曜も関係
なく仕事をしているのに、ルームが16:30までしか開いていないせいで、仕事を早上がり
しなくてはいけないのは、おかしいと思う。  

9. 土曜日を長くして欲しい、意味がない。日曜日も追加して欲しい、若葉区ですが低学年が
学校の外の離れた場所にありますが、 わざわざ子供を危険にさらして何がしたいのか？

10. 土曜日も 18時頃まで利用できるとよい

-早朝保育 
1. 夏休み等長期休みの学童開始時間を、通常の学校が開く時間と同じにしてほしいです。
延長時間の延長もよいが、朝の開始を早めてもらう方がありがたいです。  

2. 保育園は朝７時から利用しています。ルームも学校が休みの時は８時からではなく、もっ
と早くから開けて ほしいです。（せめて学校と同じく７時４５分）仕事が朝８時からなの
で、開所前からルームの前で待たせることになりますが、安全面や夏場の暑さ等心配で
す。 

3. 土曜だからと言って勤務時間が短くなるわけではないので土曜日を時短にするのはやめて
ほしい。また、長期休暇時に8時からしか開かないが、それでは仕事に間に合わないので
7時過ぎから開けてほしい。  

4. 長期休暇の際、朝も保育園は７時から預けられるが、子どもルームになると８時からとな
ってしまい、始業時刻に間に合わなくなる。仕方ないので子どもルームの前で１時間近く
待たせるなどしかなく、安全面でも心配が多い。  

5. 朝 7時から開いてほしい 
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6. 長期休暇や振替休日の際の朝の受け入れ時間を 7:45にして欲しいです。7:30には両親家
を出ますので天候が悪い日や暑かったり寒かったりする日に外で待たせるのは心配です。

 7. 長期休暇の際、朝を早めてほしい。今の時間だと親が家を出なくちゃいけない時間のほう
が早く、子供を見送ることが出来なくて不安。かといって子供に合わせてたら仕事に遅刻
するので仕事を辞めるかパートに切り替えるか考えてしまう。平日の夕食の提供より長期
休暇時や給食がない時に昼食の提供があれば助かる、毎日朝早くからお弁当を作るのは大
変なので、自分の身が持つのか、仕事辞めたほうがいいかな、辞めたら生活していけない
から、やるしかないのか、毎日じゃなくてもいい  

8. 夏休みの朝の開始時間を7時からにしてほしい  
9. 朝７時から保育園は空いているが、小学校は８時スタート。そのため鍵をかけて出かけら
れるようになるまで時短勤務を強いられた。朝の受け入れもして欲しい。土曜は延長がな
いので区の祖母にお迎えを頼んでいる。平日同様対応してもらいたい。 

10. 利用時間の延長（開始、終了ともに）  
11. 長期休業中、朝 8時からの利用では低学年だと仕事に間に合わないため、３０分程度早め
てほしい。  

 
【利用料について】  
1. 金額を日割りにして欲しい。  
2. 利用料金が保育園は実費負担(給食費等)のみであったのに、子どもルームは保育時間は短
くなる上に、月 8,000円～10,000円程度となり、経済的負担が大きい。  

3. 保育料の見直し 
4. もっと安くして欲しい  
5. ルーム利用日数によって、利用料も変えて欲しいです。(我が家は週 2～3日利用予定だが
一律の料金だと損している気になる  
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